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福祉保健局医師の研究業績一覧（最近のものを一部抜粋して掲載しています。） 

 

＜北療育医療センター＞ 

1. ダウン症候群の移行医療についてのアンケート．内科 竹内千仙，大迫美穂，望月葉子他．

2020年 7月，第 44回日本遺伝カウンセリング学会学術集会 

 

2. レスパイト目的のショートステイで当院小児科を初めて利用した障害児の実態調査．小児科 

木村玲奈，南谷幹之，早川美佳，杉原進，片見直子，今井祐之．2020 年 8 月，第 123 回日

本小児科学会学術集会(web開催) 

 

3. 心身障害児入所施設におけるビタミン D充足度の検討．小児科 杉原進，鳥山泰嵩，鈴木淑

子，早川美佳，南谷幹之，落合幸勝，今井祐之．2020年 8月，第 62回会日本小児神経学会

学術集（web開催） 

 

4. 当院をレスパイト利用中に高次医療機関へ転院となった重症心身障害児の背景と要因の検

討．小児科 鳥山泰嵩，南谷幹之，杉原進，早川美佳，今井祐之．2020 年 8 月，第 62 回日

本小児神経学会学術集会（web開催） 

 

5. チャットボット使用における患者家族の満足度評価．整形外科・リハビリテーション科 大野孝

義，中村純人，矢吹さゆみ，中島雅之輔．2020 年 8 月．第 57 回日本リハビリテーション医学

会学術集会 

 

6. 小児－成人移行医療の現状と課題：総合医療療育施設の成人診療科での経験から:小児期

発症神経・筋疾患の小児－成人移行医療における現状と課題．内科 望月葉子．2020 年 9

月，第 61回日本神経学会学術大会 

 

7. 小児科から移行した脳性麻痺患者の臨床的検討．内科 大迫美穂，竹内千仙，望月葉子他．

2020年 9月，第 61回日本神経学会学術大会 

 

8. ダウン症候群は早発性アルツハイマー病を合併する．内科 竹内千仙，大迫美穂，望月葉

子他．2020年 9月，第 61回日本神経学会学術大会 

 

9. 療育施設における遺伝診療の役割．内科 竹内千仙．2020 年 11 月，日本人類遺伝学会第

65回大会 
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10. 難病医療と遺伝医療の融合－今、私たちにできること－臨床遺伝専門医の立場から．内科 

竹内千仙．2020 年 11 月，第 25 回日本難病看護学会 第 8 回日本難病医療ネットワーク学

会合同学術集会 

 

11. 亜鉛製剤投与後に銅欠乏症による顆粒球減少症と貧血を生じた副腎白質ジストロフィーの 1

例．内科 湊川みつ子，竹内千仙，大迫美穂，望月葉子．2020年 11月，第 38回日本神経

治療学会学術集会  

 

12. 知的障害のある人の認知症．内科 竹内千仙. 2020年 12月，日本発達障害学会第 55回研

究大会 

 

13. 長期栄養管理入に生じた Cu 欠乏性貧血に純ココアを導入し著効した症例．小児科 鳥山泰

嵩，南谷幹之，杉原進，早川美佳，今井祐之．2020年 12月，第 668回日本小児科学会東京

都地方会講話会(web開催) 

 

14. 成人期を見据えたダウン症候群のある児への関わり．内科 竹内千仙．小児保健研究 79(1)，

2-9，2021 

 

15. 誤嚥性肺炎を繰り返す神経変性疾患患者における喉頭閉鎖術の効果．内科 大迫美穂，竹

内千仙，望月葉子他．臨床神経学 60(3). 193-194. 2021 

 

16. 小児期発症の神経系疾患を有する患者の成人診療科への移行－障害者総合医療療育施

設における神経内科での経験より－．内科 大迫美穂，竹内千仙，望月葉子．難病と在宅ケ

ア 26(9)，47-50，2021 

 

17. 医学的側面からみた知的障害者の高齢化．内科 竹内千仙．発達障害研究 42(3)，181-187，

2021 

 

＜府中療育センター＞ 

18. けいれん発作／重積状態.伊藤 昌弘, 小児内科増刊号 小児の救急・搬送医療.2019.11 

 

19. 重症心身障害児者の腸内細菌叢の解析.田沼 直之（筆頭）, 第 61 回日本小児神経学会学

術集会（名古屋） 

 

20. 有馬症候群の一剖検例～16年間の腹膜透析を経て～. 小出 彩香（筆頭）, 第 61回日本小

児神経学会学術集会（名古屋） 
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21. 異なるてんかん経過を辿った認知症ダウン症候群の 2例. 大越 優美, 第 61回日本小児神

経学会学術集会（名古屋） 

 

22. 成人した重症心身障害児者の意思決定支援における現状と課題. 斎藤 菜穂（筆頭）,重症

心身障害者 QOL研究会 

 

23. 長期入所者のデノスマブによる骨粗鬆症治療. 冨永 惠子, 第 45回重症心身障害学会学術

集会 

 

24. 障害児者の摂食嚥下障害 脳神経障害の機序からその対応を考える. 渥美 聡, 第 25 回日

本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会ポストコングレスセミナー 小児の摂食機能療法 

 

＜心身障害者福祉センター＞ 

25. 更生相談所における医療安全の取り組み：実践報告．2018 年 10 月 27 日，第 56 回日本医

療・病院管理学会学術総会  

 

＜精神保健福祉センター＞ 

26. 東京都立精神保健福祉センターにおけるアウトリーチ支援事業でのピアサポーターと共同し

た事例検討会の試み．佐藤りか．平賀正司 2020,vol.50 No.5 公衆衛生情報 8  

 

27. 地域からの報告 東京都立精神保健福祉センターにおけるアウトリーチ支援事業について. 

平賀正司 平成 30年 12月 13日 第 61回日本病院・地域精神医学会総会 

 

28. 新型コロナウィルス感染症の流行における、都立精神保健福祉センターの支援．源田圭子 

令和 2年 11月 8日 新日本医師協会第 73回総会・全国研究集会  

 

29. 地域定着困難な事例へのアウトリーチ支援の実践．源田圭子．平成 31 年 2 月 28 日～3 月

1日 第 38回日本社会精神医学会 

 

30. コロナ禍における精神科デイケアの取り組み．川上礼子，吉澤有香，五十嵐陽子ほか．2020

年書面開催 第 56回全国精神保健福祉センター研究協議会 

 

31. 青年期自閉スペクトラム症向けコミュニケーションプログラム（CES)の工夫～テーマのパッケ

ージ化．川上礼子．令和元年 9月 14日，日本デイケア学会第 24回年次大会札幌大会 

 

＜中部総合精神保健福祉センター＞ 

32. 東京都立の３（総合）精神保健福祉センターのアウトリーチ支援事業と短期宿泊事業．西い

づみ,白井有美,東出香ほか．日本精神障害者リハビリテーション学会 第 13回ベストプラク

ティス賞優秀賞 記念講演（2020） 

 

33. 東京都アウトリーチ支援事業における長期高齢年齢化したひきこもり 32事例の後方視的検
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討．東出香，新村順子，西いづみほか．日本社会精神医学会雑誌 29巻;205-214 (2020) 

 

34. 依存症相談拠点でのギャンブル等依存症やゲーム障害への相談・回復支援ー東京都立中

部総合精神保健福祉センターでの取組．菅原誠.公衆衛生 84巻; 590-596(2020) 

 

35. 障害福祉サービスなどにおける精神障害者の自殺と対策の課題ーある大都市近郊地域で

の事業所調査から．熊谷直樹,向山晴子,小高真美ほか.精神医学 52巻;1193-1202(2010) 

 

＜多摩総合精神保健福祉センター＞ 

36. 薬物・アルコール依存症再発予防プログラム「TAMARPP」のギャンブル等行動嗜癖に対する

効果検証．山田俊隆，高橋百合子，古田靖子，大海善弘，村山朋子，林いづみ，大塚志津

子，2020年書面開催，第 56回全国精神保健福祉センター研究協議会 

 

37. 社会的困難状況にある精神障害をもつ高齢者への緊急対応－東京都認知症専門医療事業

での経験を踏まえて－．橋本直季，東出香，熊谷直樹，2019，vol.61 No.9 精神医学 

 

38. 東京都立多摩総合精神保健福祉センターデイケアにおける『就労経験発表会』の取り組み

について．中村哲之．2018年 10月 18日，第 23回日本デイケア学会千葉大会 

 

39. ネグレクト・セルフネグレクトの高齢者が多所連携にて生命危機を回避できた一例．竹内真

弓．2017年 7月 15日，第 14回日本高齢者虐待防止学会全国大会(松戸大会) 

 

40. 精神保健福祉活動における権利擁護とコンプライアンス管理．井上悟，2017，vol.46 No.12 

公衆衛生情報   

 

41. 依存症関連問題へのアウトリーチ支援の有効性～多摩総合精神保健福祉センター５年間の

実績から．梅野充，小澤壽江，梶達彦，野崎伸次，熊谷直樹．2016 年 10 月，第 51 回アルコ

ール・アディクション医学会学術総会 

 

42. 成人期発達障害者への集団療法プログラムの開発－ＣＥＳ；Communication Enhancement 

Session－．中村千城，2013年 3月 17日，第 24回日本発達心理学会 

 

43. 精神保健福祉センターにおける認知行動療法の展開．宮崎洋一，五十嵐雅美．2010,vol.45 ，

No.2 日本アルコール・薬物医学会雑誌 

 


